
陰イオン−

陽イオン+ ハロゲン化物イオンが電⼦を失い、ハロゲン単体が発⽣陽極反応

⽔溶液中の陰イオン： Cl 、Br 、I

ハロゲン化物イオン

電気化学（１） 《電気分解》
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陽極 陰極

電流 𝐼[A]

（還元反応）
※電⼦を得る

（酸化反応）
※電⼦を失う

−
+

⽔溶液

⾦属析出ハロゲン単体発⽣

陽極材質： Pt、Au、C

⽔溶液中の陽イオン： Cu 、Ag 、 Pb

イオン化傾向 ⼩

⾦属陽イオンが電⼦を得て、⾦属が析出陰極反応

電⼦ e

※溶けない
アノード反応

(アノード) (カソード)

カソード反応
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陽極 陰極

電流 𝐼[A]

（還元反応）（酸化反応）
※電⼦を得る※電⼦を失う

⽔溶液

Cu析出（銅メッキ）Cl  発⽣

⽔溶液： CuCl → Cu 2Cl
電離

陽イオン

陰イオン

電⼦

−

+ Cu

Cl

陽極反応

陰極反応

2Cl → Cl 2e

Cu 2e → Cu
析出

発⽣

電極材質： C

CuCl aq

e

−
+



電⼦

陽イオン+

陽極材質： Pt、Au、C ※溶けない

⽔溶液中の陽イオン： Cu 、Ag

イオン化傾向 ⼩

⾦属陽イオンが電⼦を得て、⾦属が析出陰極反応

⽔溶液中の陰イオン： SO 、 NO

ハロゲン化物イオンを含まない

陽極反応 H Oが電⼦を失い、O が発⽣する。

2H O → O 4e + 4H
発⽣
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陽極 陰極

電流 𝐼[A]

（還元反応）（酸化反応）
※電⼦を得る※電⼦を失う

+
+

⽔溶液

⾦属析出O  発⽣

＋ H イオン

e



⽔溶液： AgNO → Ag NO
電離

陽イオン

電⼦

＋

+ Ag

H イオン

陽極反応

陰極反応 Ag e → Ag
析出

電極材質： Pt
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陽極 陰極

電流 𝐼[A]

（還元反応）（酸化反応）
※電⼦を得る※電⼦を失う

+
+

⽔溶液

O  発⽣

2H O → O 4e + 4H
発⽣

Ag析出（銀メッキ）

AgNO aq

e



⽔溶液中の陽イオン： K 、Na
イオン化傾向 ⼤

H Oが電⼦を受け取りH が発⽣する。陰極反応

2H O 2e → H 2OH
発⽣

陽極材質： Pt、Au、C ※溶けない

OH が電⼦を失い、 O が発⽣陽極反応

4OH → O 4e + 2H O
発⽣
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陽極 陰極

電流 𝐼[A]

（還元反応）（酸化反応）
※電⼦を得る※電⼦を失う

−

⽔溶液

H  発⽣O  発⽣

− OH−イオン

−

OH⽔溶液中の陰イオン： アルカリ性

電⼦ e



⽔溶液： NaOH → Na OH
電離

電極材質： Pt

電⼦

−

陰極反応

陽極反応
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陽極 陰極

電流 𝐼[A]

（還元反応）（酸化反応）
※電⼦を得る※電⼦を失う

−

⽔溶液

H  発⽣O  発⽣

OH−イオン

−

NaOHaq

2H O 2e → H 2OH
発⽣

4OH → O 4e + 2H O
発⽣

e



陽イオン+ 電極⾦属が電⼦を失い、陽イオンとなって溶解陽極反応

陽極材質：
(Pt、Au、C以外の⾦属)
Cu、Ag、Pb等

電気化学（１） 《電気分解》
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陽極 陰極

電流 𝐼[A]

（還元反応）（酸化反応）
※電⼦を得る※電⼦を失う

⾦属溶解 +

⽔溶液中の陰イオン： SO 、 NO

ハロゲン化物イオンを含まない

H が電⼦を受け取りH が発⽣する。陰極反応

2H 2e → H
発⽣

＋ H イオン

電⼦ e

⽔溶液

H  発⽣

+
⽔溶液中の陽イオン： H 酸性



陽イオン

電⼦

+

陰極反応

陽極反応 Cu → Cu 2e
溶解

電極材質： Cu

⽔溶液： H SO → 2H SO
電離

Cu
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陽極 陰極

電流 𝐼[A]

（還元反応）（酸化反応）
※電⼦を得る※電⼦を失う

⾦属溶解 +

⽔溶液

H  発⽣

+

H SO aq

2H 2e → H
発⽣e
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陽極 陰極

電流 𝐼[A]

（還元反応）（酸化反応）
※電⼦を得る※電⼦を失う

Cu析出Cu溶解

陽イオン

電⼦

+

+

⽔溶液

陰極反応

陽極反応

Cu 2e → Cu
析出

Cu → Cu 2e
溶解

電極材質： Cu

CuSO aq

⽔溶液： CuSO → Cu SO
電離

Cu

+

e



電気化学（１）

𝑤
𝑚

96500𝑛・ 𝐼・𝑡

1[mol]の物質を発⽣(⼜は溶解) するために必要な電⼦の数は、 6.022 10 𝑛[個]

原⼦量𝑚の1[mol]の物質の質量は、𝑚[g]なので、
電気分解で、発⽣（または溶解） する物質の質量𝑤 [g]は、

1[mol]の物質中の原⼦の数は、6.022 10 [個]

原⼦価𝑛の原⼦1個が電気分解で、発⽣(⼜は溶解)するときに必要な電⼦の数は𝑛[個]
（ 原⼦価は、1つの原⼦がつくる共有結合の数であり、不対電⼦の数に等しい）

↓

↓
電⼦1個の電荷は、 1.6022 10  [C]なので、
1[mol]の物質を発⽣ (⼜は溶解) するために必要な電荷は、 6.022 10 𝑛  1.6022 10 ≒ 96500𝑛[C]

↓
電気分解で流した電流の⼤きさを𝐼[A]、流した時間を𝑡[秒]とすると、流れた電荷の総量は、 𝐼・𝑡[C]なので、

1
96500𝑛・ 𝐼・𝑡 [mol]の物質が発⽣ (⼜は溶解) する。

↓

で求めることができる。

𝑛：原⼦価

𝑚：原⼦量[g/mol]

𝐼：電流[A]
𝑡：電流を流した時間[秒]

𝑤：発⽣(⼜は溶解)した
物質の質量[g]

ファラデー定数：
96500[C/mol]

《電気分解》


